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１ 
『
は
じ
め
に
この数年私たちは、「現代青年の自己評価と未来像」についての研究を継続させてきている。本稿の主旨は、そ
の
研
究
を
経
過
を
含
め
報
告
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
現
代
青
年
を
め
ぐ
る
問
題
状
況
は
多
岐
に
渡
っ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
研
究
課題やそれに対するアプローチの方法論的検討経過について、かなりの振れがあることをあらかじめ前提にするこ
とで進めるほかない。一定の方法論的検討を逐次おこないながら、この問題への接近を試みたのは一九七三年から
で、今時点で主に一一つの研究方法に対する検証のめどがたったのだが、この八年の経緯の中で対象化された青年の
自己像にかかわる問題状況を、同一の時代相の範囲として記述できるかについては疑問がある。したがって、経過報
告については必要最少限に留め、七九年から八○年にかけて対象化された青年層について中心的に報告したい。
報
告
の
柱
は
二
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
は
青
年
の
自
己
像
研
究
の
方
法
論
的
問
題
で
あ
る
。
方
法
論
の
検
討
と
い
う
意
味
で
は
、
対
象
と
の
関りで問題になることは当然だが研究方法としての一般性を持つ課題である。ＴＳＴ（目司ｇｑの圃庁①日①日⑫Ｂ２）
とＲＨテストである。くわしくは後述するが、ＴＳＴは倉弓庁○口目Ｈ》・日の吻斤とも呼ばれ、この質問に一一○の文章
を完成するいわゆる自由連想法の手法をとる。ＲＨテストは、あらかじめ数量化された設問、選択肢にマークする
現
代
青
年
の
自
己
像
の
類
型
ｌ
課
麺
と
方
法
を
さ
ぐ
る
亀
谷
純
雄
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（１） 
『一同校生の意識と生活』の著者である、佐々木賢氏は、六九年から七九年の尺度でくぎり、それを「あそびの時
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
代
」
と
い
う
風
に
く
く
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
特
徴
的
な
傾
向
と
し
て
「
怠
学
」
と
「
役
割
猶
予
」
の
問
題
を
上
げ
て
い
る
。
「
〈
あ
ん
な
課
岡
な
ん
か
俺
に
は
関
係
な
い
さ
。
受
験
課
目
で
も
な
い
し
、
興
味
も
な
い
し
、
内
職
か
昼
寝
で
も
し
て
い
た
方
が
、
よ
っ
ぽ
ど
ま
し
さ
〉
と
教
師
も
生
徒
も
内
心
で
は
そ
れ
ぞ
れ
か
っ
て
な
こ
と
を
思
っ
て
い
る
の
に
、
授
業
は
今
日
も
行
わ
れ
て
い
る
。
前
の
ヤ
シ
は
下をむいて必死に世界史の年代を暗記している。横のやつは夢うつつ顔を上げて教師をみると、生徒には無関心に
黒
板
に
文
字
を
な
ら
べ
て
い
た
。
そ
ん
な
中
で
空
し
さ
を
感
じ
る
。
孤
独
を
感
じ
る
。
学
校
と
は
、
こ
ん
な
く
だ
ら
な
い
と
こ
ろ
な
の
（２） 
だろうか。（長野北・長野高新聞一一三一一号六九年）」。この高校生のナマな声のうちに、クラスメイトのそれも先生
を
含
め
て
の
対
人
認
知
と
そ
の
評
価
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
、
そ
の
内
面
の
あ
り
様
と
し
て
の
空
虚
感
、
孤
独
感
を
指
摘
することができる。一○年前のこの報告の高校生は、ほぼ五一年生れということになる。彼は、その義務教育期間
ことによって、自己評価の水準を判定するものである。二つめは、この一一棟の方法をつかって現われる、青年の自
己像の分析とその構造化の問題である。以上の問題に付帯して現代青年の全体像にせまるために一一、三の調査を実
施している。今日の青年像を浮きぽりにするための輪郭の問題として報告しておきたいのだが、若干の視点のとり
方の相違もあるので原則として記録として留めることとし、今後の研究の手掛りにしたいと思っている。
対
象
は
青
年
と
い
う
こ
と
だ
が
、
現
実
に
被
調
査
者
と
し
て
絞
っ
て
い
る
の
は
高
校
生
で
あ
る
。
石
川
県
金
沢
市
の
県
立
の
普
通
高
校と商業高校、それに加え都立高校生を対象にしているのだが、今日、青年という言葉でくくった一般的傾向と高
校生という限定された年齢層でくくられた独自な問題を区分することは非常にむつかしい。各時代相に対応すると
いう意味での社会意識を考えれば、同時代人に通底する問題を含んでいるということはいうまでもないことだが、
そ
の
意
味
で
今
Ⅱ
の
一
断
面
を
切
り
と
る
だ
け
で
は
、
八
○
年
代
の
高
校
生
の
抱
え
て
い
る
問
題
の
特
徴
を
抜
き
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
問
題
の
ア
ブ
Ｍ
１
チ
の
た
め
に
、
い
い
か
え
れ
ば
本
研
究
の
基
底
部
分
と
し
て
次
の
こ
と
を
前
提
に
考
え
て
い
る
。
一
言
で
い
え
ば
、
今
日
の
高
校
生
の
生
活
史
、
と
く
に
自
己
形
成
に
あ
た
っ
て
の
教
育
状
況
を
節
に
そ
の
特
徴
を
お
さ
え
て
て
い
る
。
一
言
で
い
Ｉ
 
お
く
こ
と
で
あ
る
。
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を六○年代の満度経済成長の浮揚期にすごしたわけで、六三年池川内側による「人づくり政簸」あるいはその二年
前
六
一
年
の
「
全
国
一
斉
学
力
テ
ス
ト
」
の
開
始
か
ら
始
ま
る
教
育
制
度
、
内
容
の
急
激
な
改
変
期
に
人
格
の
形
成
を
実
現
し
て
き
て
いる。この間の事情について中川作一氏は、六三年経済審議会の『人的能力開発の課題と対策』を検討する中でその本
意を次のように整理している。「つまり、今後の〈工業化の進展〉は本来自由と主体性を欲する人間にとっては耐
え
将
な
い
圧
力
に
な
る
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
言
い
換
え
れ
ば
、
人
間
の
主
体
性
を
抑
え
込
む
疎
外
要
因
に
な
る
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
そ
、
、
、
の傾向は超越的なベクトルなのだから、これからの国民はそういう〈臓業生活の変化を主体的に受けとめ〉て、〈一」
れに耐えて穣極的に適応していく粉神をかん菱しておくことが必要である〉という、どう考えても無班な注文を悪
（３） 
びれもせず、押し通す形をとっていた。」。その鉦へ理をおし通す結果として「能力主義」のごりおしとその徹底化、
ま
た
そ
こ
で
め
ざ
さ
れ
た
「
能
力
主
義
」
の
中
心
点
と
は
、
「
与
え
ら
れ
た
変
化
の
テ
ン
ポ
に
見
合
っ
た
適
応
の
早
さ
を
尊
重
す
る
」
こ
と
で
あ
っ
て
、
以
降
、
そ
れ
に
よ
っ
て
引
き
裂
か
れ
た
大
量
の
中
高
生
の
再
生
産
が
進
行
す
る
。
そ
し
て
そ
の
適
応
か
わ
り
身
の
早
さ
を、当時社会的にはマイナスのイメージであつかわれていた小学生達を、〃現代っ子“という名称で世におくりだ
し
た
の
が
、
阿
部
進
氏
で
あ
っ
た
。
こ
の
沸
騰
点
の
揃
い
活
性
化
し
た
子
ど
も
た
ち
を
、
独
立
し
た
リ
ァ
リ
テ
ィ
の
あ
る
人
格
と
し
て
認めた視点は、そのかわり身の早い適応能力を競うことによって成立する人間関係の椚力に信頼をよせたのだが、
当の子どもたちはその開発された能力の結果、時代の教育政策に全一的に適応するという逆説的ななり行きをみせ
ることになる。ただ今Ｈの問題状況は、それと地つづきであるとはいえるもののもう一つの刷折期を考えることが
できる。いわゆる活力を喪失した定着の時期がその次に続く。そしてそのあらわれは七○年代のいわゆる経済的退
潮期に突入することによって現実化することになるのだが、教育行政の方向の中には、六○年代からの連続した課
題として地がためが進むことになる。
今Ⅱ、大学生をふくめてモラトリアム期と命名したい現象的小例をあげることができるとは思うが、その核心に
３ついて統一した見解がないこともまた那突である。佐々木氏は商校生と接触するなかで、四つのタイプとしてモラ
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トリアムを分麺している。「ある理想を求めて追いかけるタイプ〈理想型と「何も考えず、決められた勉強だけし
ておれば、自然に偏差値がその進路を決めてくれる〈自動決定型〉」「……就職してもそこにいると決めたわけでな
（４） 
く、あれこれ悩んでいる〈模索型〉」「何もするのもかったるい…．：要するにブラブラしている〈役割放棄型〉」。高
校
生
の
態
度
の
現
象
形
態
の
タ
イ
プ
分
類
の
特
徴
と
記
述
は
、
そ
れ
な
り
に
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
あ
げ
ら
れ
た
事
例
・
タ
イ
プ
で
あ
る
「
理
想
型
」
か
ら
「
役
割
放
棄
型
」
の
振
れ
幅
の
中
に
、
共
通
し
た
核
を
み
て
と
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
。
そ
れ
は
自
他
関
係
の
不
在
、
あ
る
い
は
自
己
と
世
界
と
の
交
互
的
述
環
の
逆
転
と
い
う
べ
き
事
態
で
あ
る
。
た
と
え
ば
理
想
型
は
、
無
限
定
な
自
由
感
の
指
向
と
い
う
要
素
が
強
い
。
組
織
や
企
業
な
ど
の
束
縛
か
ら
自
由
で
あ
る
こ
と
や
、
知
的
で
高
収
入
な
ど
こ
の
タ
イ
プ
の
職
業
願
製
は
、
そ
れ
に
到
達
す
る
過
概
を
無
に
し
て
実
現
し
う
る
幻
想
で
あ
る
こ
と
、
飛
本
に
あ
る
日
山
感
の
質
は
現
在
の
何
も
や
ら
な
い
日
山
を
も
包
抽
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
向
山
か
ら
の
逃
走
」
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
ま
た
、
自
己
喪
失
感
が
生
じ
る
紡
来
に
も
八
○
年
の
術
校
生
が
す
ご
し
た
、
七
○
年
代
の
特
徴
は
、
七
○
年
代
の
経
済
的
低
蕗
を
引
き
が
ね
と
し
て
お
こ
っ
た
危
機
と
鵬
乱
に
対し「……人々は一定の〈感応〉があるがゆえに〈同感〉もしくは〈、怖〉をもって、それを自己の粘神のうちに封
じ
込
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
」
と
い
う
現
わ
れ
の
一
端
を
示
し
、
そ
の
結
果
と
し
「
ま
さ
に
典
術
な
、
不
正
で
不
当
な
、
逆
転
し
た
社
会
的
共
同
側
係
と
そ
の
関
係
泄
誠
を
畑
棚
・
燗
航
さ
せ
た
人
々
の
〈
生
椚
と
意
敵
〉
〈
旭
旭
と
行
動
〉
に
お
け
る
深
刻
な
術
態
化
が
（５） 
巡行しているのである。」とい』ソことになる。
このように「常態化」した「精神構造」を形成させた力のひとつとして私たちは「期待される人間像」をあげるこ
とができる。「民主主義国家確立岸のための中核に「個人の尊厳」をおき、その佃を「関係」からときはなし実在化す
ることによって、より効率的に社会に参加する、己形成をすすめるこのイデオⅢギーは、「自己と他者」を、したが
っ
て
、
「
自
己
と
世
界
」
の
関
係
を
誤
謬
な
く
接
着
し
て
し
ま
う
。
「
…
…
ひ
と
た
び
仲
間
か
ら
バ
ラ
バ
ラ
に
さ
れ
た
も
の
に
と
っ
て
の
〃他人“は、もはや匪妬の他人一般であり、社会、国家、高度成長、ＧＮＰ等々に極き換えのきく超越的な実在で
（６） 
ある。」ことによって反映された今日の青年の自己像とその形成は、平板化し虚構化して定着してきたことになる。
なる。
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耐校生の生柵の中心である学校に対して、彼らはどんな印象を持っているのだろうか。もちろん学校といわれて
生じる印象は、彼らにとっては多様な意味を持っていることはいうまでもないことだろうが、ここでは、その個別
性にあまり注意をはらわず全般的印象として質問してみた。
方
法
は
Ｓ
Ｄ
法
を
つ
か
い
、
以
下
の
四
つ
の
印
象
に
つ
い
て
五
段
階
の
等
川
陥
尺
度
で
傾
向
を
砿
理
し
て
み
た
。
印
象
は
、
快
・
不
快
、
強
・
弱
、
川
・
崎
、
動
・
静
で
あ
る
。
対
象
は
、
汀
川
叺
立
の
鴨
通
獅
校
（
い
わ
ゆ
る
地
学
校
で
は
あ
る
が
、
国
立
第
二
期
校
や
、
東
京
の
私
立
校
が
、
彼
ら
の
進
学
先
の
主
な
所
で
あ
る
。
男
女
比
は
五
対
五
）
。
商
業
高
校
（
ほ
ぼ
全
員
が
高
校
終
了
の
後
、
地
以上のような経過は、「教育と青少年支配の新段階」として『青少年と社会参加（意見具叩・中川まとめ）』（青
少年剛題辮識会、七八年）に引きつがれ、粁年の社会参加に対する効果、尖践力を問う形でプⅦグラムされる絲采
としてあらわれてくるのである。本稲は、これらの経過によって刻印づけられた、現代赤年の消極的状況を、自己
像の構造の内に見いだすことを目的にしている。しかしながらここでの整理が、理想としての青年の自己像を構築
す
る
こ
と
に
妓
終
的
ね
ら
い
が
あ
る
わ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
あ
る
べ
き
論
を
排
除
す
る
た
め
に
も
、
今
日
の
自
己
像
の
あ
り
様
を
見
据
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
わ
れ
る
矛
疏
と
展
朋
の
手
掛
り
を
え
た
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
力
点
が
あ
る
。
0 
6)(5)(4)(3)(2)（１） 
小
川
作
一
『
現
代
は
「
反
抗
の
時
代
」
か
「
同
調
の
時
代
」
か
』
、
宵
年
心
理
学
七
九
年
一
六
○
勝
、
二
七
画
佐
々
木
殿
前
掲
懇
一
六
三
頁
安江孝司『職人社会の「文化的意錠」論に向けて』、法政大学第一教養部紀要三四形、二四瓦
小
川
作
一
前
掛
撫
二
九
瓦
前
掲
識
一
五
阻
頁
佐々木賢『商校生の意識と生活』、三一書房、七九年
二
、
自
己
、
学
校
イ
メ
ー
ジ
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とろるあだ椎リ似
もしう位学るけ移がし
うてか悩校のををなて
少保・関に｜こ弓みいい
しＩＷあ係対対リｉｌて゜る
細しるのしし￣とし゜
かてい｜Ⅱ]ててにつかiilli
くおは題司さｊ移てし校
特き’:１な強ら助い、と
徴た、のＬ－にさい学も
をい他かいョせの佼近
拾ｌ１ＩｌＢｌｌ、カリi(てかを隣
う題係いの￣いも－，商
とでのい印でるし強校
、あ活か象あ゜れ￣と
lM6る性えをるそなとの
立○力れ将。しい感位
普がばちて゜じ胱
通勝そなこ全るlM1
iiii通のがの股１１J（係
校繭ｉ伜ら伽に向、
生扁校組そ｜ｌ１ｌＥｌｌは進
は生みの’よ象、学
二，こか一災が都傾
多些：*縦iIiW
ス商離快校’ﾘ１校似
のい脱、ででにて
サこが’ｿＩ他あ低お
ルとさ、のる<リ
ブにし動三こ、、
ルよせとつと’'１こ
のつまＩ１ｊのはｌｌｌｌの
緋てつ象ｌｌｊ麺点七
采いてが象似よ』Ｆ
だるい振がしりの
がのるれ、ても経
、かこる将い右過
分、との通るには
け以にはｉｌｌｉが位、
て峰よ、佼、ｉ趾こ
みのる学に学十の
る，１，１，業比佼る緒
と己党のべの。采
、像に蛾て力そを
快分よ終よ’この兄
不折る．リ対所る
,決のも’プすに’！（
、手のスラるⅡザリ
リウＩ掛でにスＩＥＩ］代か
弱Dああで象のわ
図１学佼の印象ＯＩＬ『川u`L立幣通高校
ロ〃商業商校
73） 
|ハ
元で就職をすることが一般的、女子比が商く入学時には六対四の割合で進学し
てくる）。調澁時六九年一二川。なお比較しやすいように、二年生のサンプ
ル
に
つ
い
て
み
る
。
図
ｌ
は
、
而
易
採
点
法
に
よ
っ
て
え
ら
れ
た
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
１
か
ら
５
ま
で
の
範
囲
で、３がニュートラルである。両校のプⅦフィールをみると、四つの尺度とも、
商業商校のほうが鮮川である。将通商佼生は、「どちらともいえない」という
項に災中し印象が不明砿である。ただ、両校とも小川点より左に形が炎われ、
極
だ
っ
た
マ
イ
ナ
ス
の
印
象
は
凡
あ
た
ら
な
い
。
学
校
に
対
時
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
女
性
の
も
のとして感じとる力は、もはや学校にはなくなったのか、それとも、枠紐みと
し
て
の
学
校
へ
同
化
し
て
し
ま
っ
て
印
象
が
希
薄
に
な
っ
た
の
か
興
味
ぷ
か
い
。
同
様
の
調
査
を
、
七
三
年
に
都
立
の
粁
通
商
校
で
災
施
し
て
い
る
が
、
傾
向
は
今
回
の
普
通
揃
校
に
近
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に違いがみられる。一一クラスの特徴は、理科系、文科系と進学進路による区別がされている。しかし現実的には成
績の順位により、上位に近いクラスを理科として、学力ランクをクラス編成の中心的な理由にしている。この相違
は、文科系クラスにとって、学校は「強」になり同時に「不快」な印象を持つことになる。そしてこの学校に対す
る
「
不
快
」
の
印
象
は
、
手
持
ち
の
デ
ー
タ
を
さ
ぐ
る
と
七
三
年
時
に
対
象
に
な
っ
た
青
梅
市
内
の
農
業
高
校
の
み
に
み
ら
れ
る
。
少
し
大
胆
に
い
え
ば
、
男
子
中
心
の
農
業
高
等
は
、
一
方
で
大
学
進
学
を
志
向
し
な
が
ら
、
や
む
な
く
そ
の
レ
ー
ル
か
ら
は
ず
れ
た
青
年
た
ち
を
抱
え
、
そ
の
未
来
に
対
し
て
屈
折
し
た
実
感
、
実
体
験
を
基
礎
に
し
た
学
校
へ
の
印
象
を
持
っ
て
お
り
そ
れ
は
、
年
代
、
学
校
形
態
を
異
に
し
て
い
る
が
、
同
じ
根
を
も
っ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
学
校
と
い
う
高
校
生
の
根
拠
地
を
基
点
に
し
て
、
自
己
の
問
題
を
ふ
り
返
っ
て
み
よ
う
。
方
法
と
し
て
は
図
２
に
示
す
よ
う
な
色
名
％
・
を
つ
か
い
「
自
分
の
将
来
」
と
「
日
本
の
将
来
」
に
自
分
の
印
象
を
投
影
し
て
も
０
 
う
・
』
。
二
９
７
ｋ
土
、
一
ナ
ラ
』
、
。
Ｌ
こ
Ⅱ
一
旦
緑
い
史
衡
込
１
３
才
妬
き
り
、
Ⅸ
尚
－
９
須
Ⅱ
図２将来の色
（１９１分の将米）
3０２０１００ 
（Ⅱ水の将来）
０１０２０３０ ４ 亦樒石酔黄鍼緑
「
一
Ｌ 
Ｊ－
紫レミ
茶
白
黒
灰
ス一‐「
ら
う
。
こ
の
方
法
は
、
与
え
ら
れ
た
課
題
が
被
験
者
自
身
概
念
的
、
価
値
的
な
印
象
を
表
明
す
る
こ
と
が
む
つ
か
し
い
場
合
、
全
一
的
な
印
象
を
探
ぐ
る
た
め
に
使
われる。
そ
れ
ぞ
れ
の
色
名
に
分
析
的
な
意
味
づ
け
を
仔
細
に
す
る
こ
と
は
困
難
だ
が
、
色
に
対
す
る
認
識
の
共
通
性
は
、
か
な
り
類
似
点
を
持
つ
こ
と
が
今
ま
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
二
つ
の
高
校
生
の
傾
向
を
相
対
化
し
て
検
討
す
る
こ
と
で
特
徴
を
ぬ
き
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
二校の共通の特徴だが、「自分の将来」については色があるが一日
木の将来」には色がないことだ。「日本の将来」では、無彩色系（口、
黒
、
灰
）
が
六
○
パ
ー
セ
ン
ト
を
越
え
て
い
る
。
こ
れ
は
一
種
の
矛
盾
だ
が
、
学
校
差
を
み
る
と
そ
の
矛
盾
の
特
徴
が
現
わ
れ
る
。
「
自
分
の
将
来
」
に
対
し
て
、
普通高校は商業高校にくらべ、無彩色系が高く、その中でも「白」へ
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の集中が高い。これは、学校への印象でも現われた、不透明感を引きづっており、自分の位置がプラスにもマイナ
ス
に
も
現
わ
れ
て
こ
な
い
こ
と
の
結
果
だ
ろ
う
。
そ
の
点
、
実
業
高
校
生
の
場
合
、
良
か
れ
悪
し
か
れ
自
分
の
将
来
が
現
在
の
立
場
を
引
き
づ
っ
て
み
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
無
彩
色
系
の
う
ち
「
白
」
へ
の
架
中
が
た
か
い
も
の
の
、
普
通
高
校
生
に
は
見られない「黒」という「自分の将来」への否定の印象がある。そしてこの傾向は、色のうち「赤」傾向の暖色系
・
進
出
色
に
「
自
分
の
将
来
」
の
印
象
を
み
て
い
る
こ
と
と
、
好
対
称
を
み
せ
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
「
自
分
の
将
来
」
の
こ
の
よ
う
な
分
裂
は
当
然
、
今
日
彼
ら
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
と
そ
こ
で
の
自
己
の
実
現
過
程
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
と
はいえ、色があることは、自分の将来に対する何らかの、手がかり（手ごたえ）を持っていることで、全体として
この傾向は実業簡校に揃い。
、
、
、
、
しかしシ」の結果は、「日本の将来」になると逆転する。「灰色」という判定不能な色に共通して集中していく傾向
は
同
様
だ
が
、
実
業
向
校
に
商
い
。
そ
の
点
「
白
」
と
い
う
と
り
あ
え
ず
不
分
明
な
色
印
象
に
は
、
あ
と
で
色
が
現
わ
れ
る
可
能
性
を
の
こ
す
わ
け
で
、
そ
の
傾
向
を
辨
迦
商
校
生
は
「
自
分
の
将
来
」
か
ら
ひ
き
づ
っ
て
く
る
。
「
鵬
」
と
い
う
全
否
定
の
印
象
は
、
商
業
商
佼
生
に
と
っ
て
「
川
本
の
将
来
」
の
印
象
で
さ
ら
に
尚
ま
り
、
そ
の
時
彼
ら
は
そ
の
「
日
本
」
で
確
災
に
仕
事
を
し
て
い
る
わ
け
で
、
未
来
の
イ
メ
ー
ジ
と
そ
の
実
態
の
跳
離
が
将
通
商
校
生
よ
り
も
近
い
で
あ
ろ
う
彼
ら
の
、
ｎ
分
と
日
本
の
将
来
の
印
象
の
他
裂
は
、
よ
り
深
い
と
考
え
ら
れ
る
。
三
、
、
己
像
の
類
型
（１） 
（２） 
こ
こ
で
は
、
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
・
ク
ー
ン
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
、
星
野
命
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
、
Ｔ
Ｓ
Ｔ
（
二
○
巻
法
）
の
方
法
論
的
検
討
を
お
こ
な
い
、
自
己
像
の
記
述
の
分
類
基
準
を
整
序
し
、
同
時
に
高
校
生
の
記
述
を
手
掛
り
に
自
己
像
の
類
型
を
導
き
だ
し
その特徴について考えてみることにする。
Ｍ・クーンは、一九五三年以降、パーソナリティ研究の方法としてＴＳＴを利用している。具体的には”私とは“
（。＆○回目Ｈや）という設問に対し、被験者自身の自問自答をうながし一定時間内に、二○のステイトメントを
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（３） 
〃私とは．．…．？“についての分類基轆
〃私とは〃に対して四枚のフィルターをあてることにより分類する。第一韮準は、クーンの「コンセンシュアル」
「ノン・コンセンシュアル」の分麺を手掛かりに、前者を「規定的」後者を「体験的」記述に分ける。さらに「体
験的」を「類化」と「怖意」に分獄する。「規定的」とは、「動物」「人間」「身艮○○」「生きている」など、内的
な体験と直接的には関わらない、誰の目にも明らかな客観的、概念的記述である。「体験的・類似的」記述は、た
と
え
ば
「
神
経
質
な
ほ
う
で
あ
る
」
「
弱
い
人
間
で
あ
る
」
「
強
情
で
あ
る
」
な
ど
、
自
己
の
体
験
の
類
型
的
な
把
握
の
こ
と
を
い
う
。
「情意」は「……が好きである」「……をやりたい」など体験の情意的側面にふれているもの、あるいは意味連関
完成させる方法で、自由連想法の一稲である。クーンは、分析にあたり理論的には、Ｇ・ミードやＣ・クーリーら・
の見解から展開されるいわゆる「自己理論」をふまえている。自己像は、自己認知に関わる問題で、ミードのいう
自
己
に
対
し
て
諸
他
の
態
度
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
対
象
化
さ
れ
る
わ
け
で
、
自
己
像
に
お
け
る
、
他
の
扣
兀
媒
介
的
働
き
を
問
題
に
す
る
。
そ
し
て
そ
の
他
者
が
自
己
に
示
し
た
態
度
を
受
け
い
れ
内
川
化
す
る
こ
と
そ
れ
自
作
、
社
会
的
枠
組
に
依
っ
て
い
ぉ
こ
と
に
な
り
、
自
己
態
度
と
そ
れ
を
支
え
る
社
会
的
勝
造
に
注
日
す
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
脚
己
態
度
の
安
定
性
を
、
自
己
の
内
に
形
成
さ
れ
た枠組みの櫛造、準拠枠（｛日日の。｛ＨＣ｛Ｒ８８）の安疋の問題としてＴＳＴ分析の理論的什紅みを形成している。
クーンは、自己記述に関する内容を、互認できる記述（８口⑫の口吻ロロ」⑩同［⑦日のロ［い）と、互認できない記述（ｐｏｐ－
８口、の口⑫目］⑫算の日。。（“）に二分し、前者から後者への記述の移行点をさぐることによって社会的集団へのアイデン
ティテーの度合を抽出する。
私たちは五○年代後半から、クーンの仮説の追試を始めたのだが、たとえば農村主婦の場合、自己を人格として
記
述
す
る
と
い
う
意
味
で
の
自
我
領
域
と
い
う
も
の
が
見
ら
れ
ず
〃
家
“
に
繋
留
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
を
位
置
づ
け
る
な
ど
、
「
概
念
的
記
述
」
が
必
ら
ず
し
も
、
自
己
像
の
安
定
や
分
節
化
の
問
題
に
は
な
り
え
な
い
こ
と
か
ら
、
ク
ー
ン
ら
の
方
法
と
は
視
点
を
かえ以降検討を続けた。その経過ははぶくことにし、以下に記述分類の枠組みを示すことにする。
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表１（私とは……？）分頻ﾉ,側ｑ
の不明な述想語の類もこの分類の内にいれる。
第
二
雑
準
「
対
他
志
向
」
、
第
三
雑
準
「
介
他
認
知
」
は
と
も
に
自
他
関
係
の
自
己
像
へ
の
反
映
と
し
て
の
記
述
で
あ
る
。
自
己
認
知
は
対
他
認
知
に
媒
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
連
想
を
進
め
る
う
ち
に
、
他
者
を
媒
介
に
し
た
自
己
記
述
に
及
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
を
「
介
他
認
知
」
と
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
被
媒
介
的
関
連
を
自
覚
す
る
前
段
で
「
他
者
志
向
」
が
「閉」じていれば媒介関係へ抜けていかないわけで「他者志向」が「開」くことによ
って「介他認知」へと進むことになる。「閉」はたとえば「人よりよい位悩にいたが
る」「他人に分からない」「人にいつも反感を持つ」「すぐ他人と比較したがる」「結局
一人である」「自分でもよく判からない人間であり、仙人にわかったような顔をされ
た
く
な
ど
な
ど
の
記
述
で
、
他
者
と
の
関
り
を
凹
分
か
ら
避
け
る
志
向
が
み
い
だ
せ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
開
」
の
記
述
は
幅
が
ひ
ろ
く
コ
人
で
は
生
き
て
い
け
な
い
」
「
影
響
を
う
け
や
す
い
」
「
他
人
の
意
見
を
も
っ
と
素
直
に
聞
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
な
ど
消
極
的
な
あ
ま
え
か
ら
、
要
求
や
期
待
ま
で
と
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
ろ
。
こ
の
よ
う
に
他
者
へ
の
向
き
合
い
方
が
「
開
」
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
に
相
互
媒
介
的
な
関
係
記
述
が
災
現
す
る
。
し
か
し
、
二
○
の
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
中
に
両
考
の
記
述
が
あ
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い。「介他認知」フィルターに引っかかる記述内容のものもあれば、逆に「対他志向」
の
み
の
記
述
に
終
る
こ
と
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
・
他
関
係
の
論
理
的
枠
組
み
と
、
記
述
さ
れ
た内容とが全面的に重なるとはいえないのである。「介他認知」は「友達をたくさん持
っている」「社会の一員である」「……クラブに加入している」など、自他関係の相互
媒介を自覚的に記述しているもので、諸他の記述について、「家族」「友人」「クラス
の仲間」などイメージの「具体的」な水準から、一方で一般性をます「抽象」的把握の
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水
準
ま
で
あ
る
。
後
者
は
「
大
き
な
社
会
の
中
に
あ
る
小
さ
な
一
人
」
な
ど
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
第
四
の
艦
準
は
「
ｎ
己
態
度
」
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
自
己
認
知
は
、
見
る
自
分
に
対
し
て
見
ら
れ
る
自
分
が
対
象
と
し
て
、
距
離を持ったものとして自覚されたときに始めて現われてくる像であるが、対象として観察する視点は、次に観察主
体
と
し
て
の
自
分
の
態
度
に
は
ね
か
え
っ
て
く
る
。
そ
の
こ
と
を
対
他
志
向
に
対
し
て
対
自
志
向
、
い
い
か
え
れ
ば
「
自
己
態
度
」
と
呼ぶことができる。「口ｕ態度」は、「対他志向」「介他認知」をくぐることによって穣極的な構えを形成するとい
えるわけで、その秋極的水準を「関与」と分類する。それに対して負ならば「脱関与」、中間で正負不在であれば
「無関与」になる。記述をみると、この三つの下位規準のうち「無関与」の記述が多くみいだされる。この場合被
恢
折
は
、
対
象
と
し
て
脚
分
を
一
時
保
捌
し
そ
れ
か
ら
あ
る
距
離
を
価
い
た
柵
え
と
と
っ
て
い
る
。
「
自
分
で
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
、
一八年Ⅲ一緒だったのに」「自分とは無関係に生まれた存在である」「人Ⅱ社会とさまよう人間のぬけがら」。これ
に
対
し
て
積
極
的
に
自
分
か
ら
逃
避
し
て
し
ま
う
の
が
「
脱
関
与
」
で
あ
る
。
「
な
く
て
も
よ
い
存
在
」
「
か
く
し
て
し
ま
い
た
い
も
自己像の類型についての仮説（１）
「私とは……」に対する記述を、さきの基準にしたがって分類するのだが、川現する記述の範旧は、それぞれ胴
性的で多様である。ひとつの文章の意味内容にこだわり、分類を細裕化する作業を進めると、記述内奔の礎や被験
者
の
記
述
時
に
お
け
る
記
述
内
容
と
の
心
理
的
緊
張
あ
る
い
は
側
述
を
額
推
し
た
く
な
る
。
そ
の
絲
采
、
い
ち
い
ち
の
文
章
を
、
記
述
さ
れ
た
全
体
文
脈
か
ら
切
り
は
な
し
、
客
観
的
分
類
の
指
標
を
、
文
章
の
内
存
、
構
成
の
問
題
と
し
て
再
分
額
す
る
と
い
っ
た
よ
う
な
悪術環を生じさせる。クーン以来のＴＳＴ実証化の過程には、この精密化をおし進めることでいわゆる「客観的」
手法を確立しようとする研究が多く見られ、その結采として分敷指標が細分化しすぎ、力法論的到達は課題として
以
上
典
型
的
な
記
述
を
例
示
し
な
が
ら
自
己
像
に
か
か
わ
る
四
つ
の
分
緬
埜
準
を
示
し
て
き
た
が
、
記
述
さ
れ
た
二
○
鱒
の
す
べ
て
を
こ
れ
ら
の
フ
ィ
ル
タ
ー
に
か
け
分
麺
す
る
。
分
瓢
不
能
な
記
述
は
、
一
の
分
緬
に
側
め
兄
送
っ
て
お
く
。
の」「死ねばいい子」。
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支えられていないため、１の述系に比べ「自己態度」の面で、「無関与」の方向へ揺れることがある。
迎
系
３
・
対
他
の
面
で
は
「
閉
」
で
、
対
日
「
関
与
」
の
あ
る
も
の
。
例
え
ば
・
自
分
の
好
き
な
こ
と
だ
け
や
っ
て
生
き
て
い
こ
う。自分の考えが一瀞いいと思う。人に迷わくをかけないのなら何をやってもいいと思う。
述系４．対他における「側」と「川」の捕れが、対自の耐で「関与」と「無関与」の帰れに照応するもの。
述系５．対他「開」が対日「無関与」に照応するもの。
連系６．対他「閉」が対自「無関与」に照応するもの。
述系７．対他における「洲」と「閉」の揺れが、対自の「無関与」と「脱関与」の掘れに照応するものである。
金沢の一一校のサルプルを検討すると、いずれの学校、学年、クラスも、述系４、対他、対日とも揺れるタイプに
梁叩する。一対象を例示すると・人に形禅を受けやすい（獺化・洲）・思いやりがない、自分中心に考える（蛾化
・閉」。一人ではなにもできない（麺化・無関与）・人を笑わせることに喜びを感じる（精意・開）・孤独を愛す
る（情意・閉）・人前ではにこやか（情意・開）・人よりたくさんの努力をしてやっと人なみになれる（類化・開
・関与）。他の記述は、分類払準２から４までに該当しない内雰なので省略する。
次に、目立つ述系は、鉾通商校では、３である。対日は「閉」じながら「自己態度」で「関与」がでてくるタイ
図３１１１己像の川
｜、，
竃
の自己像把握の初期のねらいから遠ざかる例をみることができる。
，
 
帷
私
た
ち
は
さ
き
の
分
類
基
準
を
自
己
像
の
榊
成
部
分
と
し
て
考
え
、
と
く
に
そ
の
述
側
１
 
．の中に赫徴を考える。したがって文章への接近は、一一○の全休文脈をみなが
ら分類し同時に判定することになる。そしてその作業結果から、自己像の菰
型
と
し
て
七
つ
の
速
系
と
し
て
整
理
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
，述系１．対他志向が「洲」であり、それが他薪に媒介され、対自「関与」
他があるもの。このタイプが蛾も秋極的で安定した榊造といえる。
１
 
．述系２．対他「洲」で対自「側与」のあるもの。この場〈、、「介他認知」に
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与．
、－／
◎ 
プである。・おおやけの場や大衆の面ぜんでしっかり自分の意見をいえない人間である（類化・鮒・無関与）・理
想
を
お
い
つ
づ
け
て
い
る
（
情
意
・
関
与
）
。
は
た
し
て
こ
の
社
会
で
役
に
立
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
あ
ま
り
た
っ
て
な
い
と
思
う
（類化・介他・無関与）。一日｜Ⅱを短かい一生という限りがある時間の中で精いっぱい生きている（類化・関
与）。以上の傾向の上に、記述の上では十分展開されず、基準１の水準に留まっているが、文脈の理解の上から。
う
ち
べ
ん
け
い
で
あ
る
（
類
化
・
閉
）
・
自
分
で
は
正
義
感
が
強
い
（
類
化
・
関
与
）
・
い
ざ
と
い
う
と
き
お
く
び
ょ
う
で
あ
る
（情意・無関与）・川べたである（類化・閉）などが散見される。
商業耐校で二番側の山になっている述系は６である。対他、対自とも閉、無であるタイプ。・人のことを考えな
い人間（類化・閉）・自分のことが分からない（情意・無関与）・この世にいてもいなくてもいい人間（怖意・脱
関与）・自分というものの存在感を求めている（精意。関与）。生きがいのない人間（傭意・無関与）。あとの記
述
は
は
ぶ
く
が
、
全
体
と
し
て
、
他
者
に
も
し
た
が
っ
て
自
己
に
も
開
か
れ
て
い
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
特
徴
の
よ
う
だ
。
以
上
に
示
し
た
例
以
外
の
述
系
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
め
だ
っ
た
集
中
が
み
ら
れ
な
い
。
と
く
に
理
論
構
成
上
考
え
ら
れ
る
類
型
の
うち、遮系ｌは最も自己像の分化したタイプで、今日の青年の中に見いだすことはまれである。また、連系７は、
自
己
か
ら
の
逃
亡
を
菰
極
的
に
志
向
す
る
述
系
で
、
自
他
の
断
絶
、
蒋
差
が
大
き
く
、
そ
の
逃
亡
を
滅
極
的
に
進
め
る
志
向
が
満
ま
る
と
、
Ⅲ
己
存
在
そ
の
も
の
を
あ
や
う
く
す
る
。
こ
れ
も
稀
な
例
で
あ
る
。
た
だ
述
系
の
持
つ
介
仙
性
は
な
い
が
、
「
側
」
「
関
与
」
の
記
述
、
述
系
２
は
多
く
は
な
い
が
兄
い
だ
せ
る
。
・
自
分
で
は
他
人
か
ら
好
か
れ
て
い
る
と
思
う
（
剛
）
・
不
思
議
と
人
を
嫌
い
に
な
ら
ないタイプだ（開）。それと仙人（友だち）にすぐ瀞け込む気がする（棚）・私は周囲の人に囲まれて生きていけ
るので幸せだ（開）・周囲の人を愛していると思う（開）・もつと自分を向上させたい立派な人間になりたい（関
数
少
な
い
サ
ン
プ
ル
で
あ
る
が
連
系
７
を
掲
げ
て
お
く
。
．
あ
ん
ま
り
な
ん
に
も
熱
中
で
き
な
い
（
無
関
与
）
・
回
分
の
主
張
が
な
い
（
無
関
与
）
・
い
ら
ん
こ
（
脱
関
与
）
・
一
つ
の
こ
と
を
や
り
と
げ
ら
れ
な
い
（
無
関
与
）
・
友
だ
ち
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
こ
（側）。もてないこ（剛）・死ねばいいこ（脱関与）・父さん母さんしか必要だとみとめてくれない子（閉）・だ
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表２内述Illlの頻度（実数）ると、普通禰校は分散し、実業樹校では述系６に山が現われる。「閉」↓「無」のこのタイプは現実の対而的梁川
の在り力とも側述することだろうが、自他関係を「川」ざすことで、己の座標軸を喪失させており、特通商校生よ
り根が深いように思われる。普通商校生の二番Ⅱの特徴は、連系３に見られる。自己に対する「関与」はあるもの
の、対他志向は「閉」である。「関与」の具体的な内容となるべき「媒介」関係の喪失は、根拠の希薄なあるいは
擬制の「関与」として現われ、その結果としてｌというより原因としての当面の受験という競争状況へ身を沈める
と
い
う
現
実
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
分
析
は
以
上
に
留
め
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
方
法
で
現
わ
さ
れ
た
自
己
像
の
類
型
が
、
意
識
的
に
対象化された集団や自己態度との関りで検討する課題を残しているからで、それとの関りでもう少しつっこんだ理
解が可能だと思うからである。
臼１ ,3１３１４ 普通高校’０ １４１ １丁１ ６ 商業高校’1 １ 
れでもいいからｎ分を必要としてくれる人が現われるのをまっている子（閉）。
例示した記述は、ＴＳＴを方法論的に見臓し脚己像の類狐を杣山する過程で、判定した結采
であると同時に対象とした材料であるが、この時点では判定された結果を整理し意味づける十
分な記述概念を構成するにいたっていない。たとえば所与の類型で分類すると、どのグループ
と
も
判
定
不
能
で
あ
る
Ｘ
の
出
現
が
五
○
パ
ー
セ
ン
ト
を
こ
え
る
た
め
、
そ
の
限
り
で
は
尺
度
と
し
て
適
当
と
は
い
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
以
上
の
類
型
化
を
へ
て
研
究
課
題
は
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
ふ
み
だ
す
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
サ
ン
プ
ル
を
か
え
後
述
す
る
こ
と
に
す
る
。
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
各
類
型
の
山
塊
頻
度
を
掲
げ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
Ｘ
へ
の
集
中
は
保
偲
し
た
上
で
、
普
通
商
校
と
実
業
高
校
を
比
べ
る
と
、
述
系
４
へ
の
築
中
は
揃
い
。
他
者
志向が「側」「閉」を揺れることによって自己態度も「関与」「無関与」の側をふらつく。この
述
系
は
、
介
他
性
を
た
か
め
、
他
者
志
向
を
「
開
」
く
こ
と
で
「
関
与
」
へ
の
安
定
が
え
ら
れ
る
と
反
対
に
、
よ
り
自
他
関
係
を
「
閉
」
ざ
す
こ
と
で
、
対
自
の
面
で
は
「
無
」
や
「
脱
」
に
移
行
す
る
流
動
的
タ
イ
プ
で
あ
り
、
現
代
の
高
校
生
の
自
己
像
の
あ
り
力
と
し
て
最
も
一
般
的
傾
向
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
以
外
を
み
連系番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ’７ 
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脚己像の類型についての仮説（Ⅱ）
「私とは」の川に対する記述を「対他」「対自」の指槻で麺型をさぐると、自己態度の耐で「無側与」の反応が
多
く
で
た
り
、
ま
た
「
対
他
」
の
記
述
が
あ
ま
り
兄
ら
れ
ず
、
理
論
構
成
上
考
え
ら
れ
た
麺
型
化
が
十
分
で
き
な
い
。
そ
こ
で
次
に
、
災
験
的
に
「
対
仙
」
「
対
脚
」
を
う
な
が
す
と
い
う
意
味
で
「
私
の
仲
川
と
は
」
「
未
来
の
私
と
は
」
と
い
う
波
間
を
も
う
け
、
秤
び
そ
の迎系を求めタイプ分軌する。
「私の仲間とは．…・・？」の設問は、被験者の日常的な対面的他者をイメージしやすく、その他者を自己にとっての
扣互媒介的対象として把握することを働きかけ、自己の「介日認知」をうながす。「介日認知」とは、「私とは……
？」の記述から自己認知を支える部分として「介他鰡知」を問題にしたが、それに対応する。「未来の私とは……
？
」
で
は
、
被
験
者
に
自
己
に
対
す
る
構
え
を
う
な
が
す
た
め
に
、
見
る
自
分
と
見
ら
れ
る
自
分
と
の
距
離
を
時
間
軸
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
験
的
に
引
き
は
な
し
、
未
来
に
措
定
さ
れ
た
自
己
に
対
し
、
現
在
の
自
己
の
「
関
与
」
の
有
無
を
み
る
。
以
上
の
二
つ
の
間
か
ら
え
ら
れ
た
記
述
か
ら
、
「
私
と
は
…
…
」
で
え
ら
れ
た
連
系
と
同
様
、
一
か
ら
七
ま
で
の
述
系
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
この述系は、実験打が働きかけることによって「介自認知」「ｎ己態度」をうながしたもので、「私とは」に対して
えられた記述に対して仮構的だといえる。そこで「私とは」でえられた連系を、被験者の自己に対する日常的なあ
るいは内的な椛造図として「内連関」をよび、それに対して「私の仲間とは」「未来の私とは」でえられた述系を
そ
の
外
延
と
い
う
祗
味
で
外
述
側
と
よ
ぶ
。
「私の仲川とは」の記述を柾意に一サンプルぬきだすと。三七Ｈのみんな・部のみんな。淋しいときや悲しいと
き
に
な
ぐ
さ
め
て
く
れ
る
。
。
何
で
も
話
せ
る
・
会
う
と
う
れ
し
く
な
る
。
意
見
の
く
い
ち
が
い
も
あ
る
。
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
教
え
あ
う
．
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
大
声
で
わ
ら
う
。
み
ん
な
が
い
る
と
学
校
に
く
る
の
が
う
れ
し
く
な
る
。
き
ら
い
な
人
も
い
る
．
大
切
な
人
た
ち
・
い
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
も
な
い
人
た
ち
・
け
ん
か
す
る
。
み
ん
な
や
さ
し
い
。
り
ん
き
す
る
人
も
い
る
。
大
勢
い
る。ライバルでもある。仲間がいれば親がいなくてもやっていけそう。一生忘れられない。人間である。この二○
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以
上
の
記
述
の
中
に
、
未
来
へ
の
飛
躍
の
予
感
を
見
て
と
ろ
う
と
す
る
に
は
ト
ー
ン
が
低
い
が
、
被
験
者
は
周
辺
人
と
し
て
未
来
を
想
像
し
に
く
い
位
偲
を
し
め
な
が
ら
、
と
り
あ
え
ず
オ
ト
ナ
の
現
尖
に
仮
託
し
て
未
来
の
自
己
像
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
。
し
た
が
っ
て
分
類としては対自「関与」である。しかし、先行世代にモデルをかりることは、現在という時間軸にその像をつなぎ
と
め
て
い
る
わ
け
で
、
未
来
へ
展
開
さ
れ
る
時
間
に
つ
い
て
の
認
識
と
関
わ
り
は
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
「
関
与
」
の
質
的
な
意
味
は
、
時
間
認
識
を
「
恒
術
」
仮
定
と
し
て
い
る
こ
と
に
緋
徴
が
あ
る
。
以
上
の
発
見
は
、
未
来
に
投
形
さ
れ
た
自
己
像
に
つ
い
て
、
も
う
一
つ
の
分
析
軸
を
予
想
さ
せ
る
。
た
だ
当
面
の
柳
題
で
あ
る
、
自
己
像
の
戴
型
化
の
問
題
に
面
接
か
か
わ
る
内
存
で
は
な
い
の
で
記
述
の
例
示
は
省
く
が
、
時
間
認
識
が
恒
常
で
あ
る
の
に
対
し
、
秋
極
的
に
飛
躍
の
あ
る
歴
史
的
時
間
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
と
い
う
意
味
で
「
可
変
」
と
い
う
軸
と
、
時
間
軸
そ
の
も
の
を
拒
否
し
て
し
ま
う
と
い
う
記
述
内
容
「
否
定
」
と
い
う
軸
が
想
定
さ
れ
、
「川野」「無川野」「脱側与」それぞれとク凹〆させることができ為。以上の発兄は、もう一つの郷題として川題に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
報
併
は
以
上
に
し
て
、
次
に
外
述
側
の
締
徴
を
報
告
す
る
。
意図的に「介他認知」をうながしそれを「自己態度」に投影する方法をとるため、内述側に見られるように判定
不能が減少する。また外述側は内迎側に比較して、被鹸新自身の現突的人Ⅲ側係を手掛りにするために、対他志向
が附く傾向になることが特徴である。普通而校二年生では、「内連関」では連系４にピークがあったが、「外述関」
の記述では「私とは」で記述された内容に比べ、明瞭な他者イメージを媒介に信頼を記述している。したがって対
他「Ⅲ」と判定される。ちなみにこの対象の「私とは」記述は「対他」「対日」とも内容に現われず判定不能Ｘがマ
ー
ク
さ
れ
て
い
る
。
同
一
対
象
の
「
未
来
の
私
と
は
」
を
み
る
と
。
Ⅲ
か
る
い
。
ま
じ
め
。
ち
ゃ
ん
と
貯
金
す
る
，
い
っ
し
ょ
う
け
ん
命
働
く
。
二
二
歳
く
ら
い
で
総
妬
す
る
・
よ
う
し
だ
か
ら
困
る
。
子
供
を
二
人
生
む
・
話
の
わ
か
る
お
と
な
に
な
り
た
い
。
会
社
の
一
人
と
し
て
が
ん
ば
る
。
会
社
の
人
か
ら
す
か
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
。
パ
ー
マ
を
か
け
る
。
う
す
化
粧
を
す
る
．
金
持
ち
の
人
と
知
り
合
う
。
政
愉
の
勉
独
を
し
て
物
知
り
に
な
る
。
い
い
奥
さ
ん
に
な
る
。
小
さ
な
レ
ス
ト
ラ
ン
を
経
憐
す
る
。
お
父
さ
ん
お
川
さ
ん
を
大
切
に
す
る
。
幸
せ
に
さ
せ
て
あ
げ
る
。
年
を
と
る
。
む
だ
使
い
を
し
な
い
よ
う
に
す
る
・
お
か
し
作
り
が
う
ま
く
な
る
よ
う
に
が
ん
ぱ
る
。
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では述系５に移行する。「内巡閲」で対他志向が「洲」と「閉」を振れていた傾向、したがって対自の耐でも「関
与」と「無関与」が振れる連系４は、「私の仲間とは」の間に、自他関係のⅡ術のあり様を媒介にして「開」いて
くる。しかし、自他関係の「開」は、自己態度にはかならずしも「関与」として連らなってこず「無関与」に向か
う。ただ二番目のピークを「外連関」にみると速系２であり、その限りで「内連関」での振れ４の傾向は、「外連
関」では、自己態度を「関与」「無関与」に一一分する形になる。この点は、商業高校も同様の傾向をみせてはいる
が、述系２「開」「関与」のウエイトが商い。「内述側」でみる限り、普通商校の場合速系４も含め対自では「関
与」が商く、商業術校に「無側与」がみられていたが「外連関」ではそれが逆転する。「外述関」として引きださ
れた自己像の分節度は、「内巡閲」ではその差異が不明確であったが、所業崗校に両いことが分かる。「外巡閲」に
表３外巡閲（実数）
「１
L｣ 
F1 
現
わ
れ
た
、
判
断
不
能
Ｘ
の
頻
度
の
中
に
も
そ
れ
を
み
て
と
れ
る
。
「内連関」であまりみられず「外連関」で集中する速系５は特徴的である。対他志向は「開」
い
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
が
相
互
媒
介
の
カ
ギ
に
な
ら
ず
自
己
態
度
に
反
映
し
て
こ
な
い
タ
イ
プ
で
、
連
系
３
が「内述関」で普通高校に高くみられたのと同様今日の商校生の自己像のもう一つの特徴とい
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
か
。
学
校
差
で
目
に
つ
く
こ
と
は
、
「
外
述
関
」
で
は
先
述
し
た
よ
う
に
、
対
自
対
他
とも意図的に杣川する方法をとった結来、対他「開」対自「関与」の川現が両くなることが予
想された。商業高校にはこの傾向が呪われるが、普迦商校では若干様子がちがう。述系６「閉」
「無関与」が「内連関」より頻度が高いことである。「外巡閲」の結采に限りその意味と判定す
れば、対面集団での自他の断絶、それが自己に対する「関与」をうながさないという意味で、
無気力な日閉的青年群を予想させる。しかも普通高校全体を見渡すと、連系１に分類される群
も見られるところから、クラスがその現実的場面で「開」「関与」群と「閉」「燕・脱関与」群
に
二
分
さ
れ
て
い
る
。
二
ク
ラ
ス
を
分
け
る
と
前
者
は
理
科
系
ク
ラ
ス
に
か
た
よ
り
、
後
者
は
文
科
系
ク
ラ
ス
に
か
た
よ
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
だ
。
商業高校 0 1８ 0 ５ ７ ３ 0 ６ 
願１１１７F三采=臣'６１７１×｜ |ｓｌｏｌ２ｌｌ 
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1８ 
以上「内巡閲」「外巡閲」の傾向についてそれぞれ分析した結采であるが、次に問題になることは、行被験宥ご
と
に
「
内
述
関
」
と
「
外
巡
閲
」
の
連
関
を
問
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
課
題
に
そ
っ
て
分
析
を
進
め
る
こ
と
は
、
内
外
述
側
と
して予想される類型（Ｘをふくめて）六四を前提にしその内容を特徴づけることが必要になってくることと、判定
不能が「外連関」で減少したといっても、内外連関とも判定不能なサンプルについての意味をとうことが残ること
に
な
る
。
ち
な
み
に
そ
の
頻
度
は
二
○
％
前
後
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ク
ロ
ス
集
計
を
試
み
、
内
外
連
関
の
特
徴
を
ひ
ろ
っ
て
み
た
が、頻度が分散することから、一致度、ズレの意味が問えずしたがって以壹上の方法での分析はこれまでになる。そ
こでサンプルをかえ自己分析の方法（ＴＳＴ）に自己評価テストをクロスさせることにより、内外連関の記述概念
を
杣
川
し
、
そ
れ
に
従
っ
て
現
代
青
年
の
自
己
像
の
獅
型
を
考
え
る
こ
と
に
す
る
。
四
、
、
己
像
類
型
と
自
己
評
価
と
の
相
関
自己像の形成過程は、自己を客体として経験し直すこと、いいかえれば諸他の視点をとることによって現われる
（
２
）
星
野
命
『
、
己
態
嘆
（
”
…
冨
冒
；
）
の
比
較
的
研
究
（
そ
の
一
）
’
一
つ
の
方
法
の
検
討
」
ｌ
本
心
唖
学
会
第
二
二
回
大
会
発
表
論
文
集
、
一
九
五
八
（３）テストの手続。以下のインストラクションを十分肌解させた後、「私とは・・…．？」「私の仲間とは……？」「未来の私
とは．…：」の問に其れぞれ十五分をⅡ次に一斉に二○の文章を完成してもらう。時間内に記入できない被験者には、時川
内
で
完
成
し
た
記
述
の
ま
ま
に
次
に
進
ん
で
も
ら
う
。
ま
た
Ｔ
Ｓ
Ｔ
終
了
後
向
己
評
価
テ
ス
ト
に
記
入
し
て
も
ら
う
。
インストラクション「これから私がいうことばを附いて、頭にうかんだ内沸をうかぶ噸に二○通りの言い力でつぎつぎ
に誹いてください。誰れかほかの人に言うのではなく、ｎ分自身に向って言うようなつもりで、間自縛しながら、できる
だ
け
早
Ｈ
に
短
い
文
章
に
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
れ
は
響
こ
う
、
こ
れ
は
よ
そ
う
と
い
う
よ
う
な
取
捨
選
択
は
い
り
ま
せ
ん
。
瑚
屈
に
こ
だわらず自然な気持ちで書いてください。」
（１） 提①、公 尻：ｐ冨自｛。ａ国・伜冨の勺月［］目」・目ケＯＢ勝の・・○口命日ロ獣８］】日の農個己○口。｛砿⑩席，日日且Ｃゅ、シ『ゴ周．⑪。。】＆・幻のぐ。
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1９ 
自
己
評
価
テ
ス
ト
（１）（２） 
モ
ー
リ
ス
・
Ｍ
１
ゼ
ン
パ
ー
ク
が
、
六
○
年
代
に
ア
メ
リ
カ
評
雌
牛
を
対
象
し
て
実
施
し
た
テ
ス
ト
を
翻
訳
し
迅
試
し
て
み
る
。
わ
れ
われは七三年から継続してデーターをとっているが、方法は一○項Ⅱの質問それぞれに、四つの間隔尺度をおき一
つ選択してもらう。統計的には必要な再現性系数（幻①ロⅡ＠・＆）をえている（ガットマン・スケールによる）。反
応を０から６までに得点化し、順序尺度として様々なグループの自己評価の分布を机対的に比較する。
対象は都立而校一クラス山川豹、専門学校（行泄学校）一クラス七○妬、比較資料としてＭ１ゼンパーグのアメ
リカ三○七一糸の標本をあげる。Ⅱ米の自己評価得点を比較すると、Ⅱ本の青年の商得点は４にあり、アメリカ青
年はｌでその錐異は大きい。この傾向は、この数年被験村をかえやってみているが、ほとんど異同がない。自己評
川
の
揃
い
こ
と
を
も
っ
て
、
現
尖
の
社
会
規
範
へ
の
適
応
能
力
の
安
定
、
あ
る
い
は
甑
ま
し
い
自
己
の
あ
り
力
と
し
て
み
る
視
点
か
ら
すると、日本青年の自己評価の現われは、それにほど遠く、ほとんどの者が不安定な社会的不適応をおこしている
'こにｌｌｌｉ不のな他つ’１１表そ関、一i１ｉ１（つ比た己
わこ連認致↓iiて鮫が認
れです知か的いを、知
た次る枠ら’Ｍ１る媒日と'÷’にとを」'｛心と介己，］
己モい肱ずべ，いに評己像’つげる」しうし1,,,ｉ評類リてる不感指たに価型スいと宏を摘，:１つの
の．いい紫よば□い側扣『』だうり'（ぴ様ＩｉＩ１ｉて而関’ろ意をお々，(〔，,Ｉを
をゼう味とこな感題考次ン゜できしョやがえ
にパ相は、［１、のる報’互な経己，:，ここ告ク柿す駁１１，１□つと
ナに完。と論文てが
るよ的他しし－持いで０ つ課ｆｌ・てののるき
て題に対’'１炎゜る
Ⅱ'１と対象に’），，:１．
発しす化みで己自
さてるさいあｉ;ド己
れあ傭れだるＩｉｌ１ｉ調
たつ紋たせ。’よ知’:’か感，:Ｉるこ、に
己わ、己・の｜:１つ評れ認の『１，:，□い
’''ｉる知ｌｔｉジ己像て
テ゜の’''１ヤｌＩｌｉ形は
ス工拡を１１(〔成Ｔ
１、リ大広ス感過ｓ
をクはげＩよのｈｌＴ
つソ、る、持｜この
かンそこ非続あ検
いのれと指がた討、いを炳,イネｊｉｉｊｉｉｉ伽:,心己可し特我形己Ｈｌ１像避そ微｜両］すと旅を的のと一る経法文に構
さ性間験のえ表造
らの己とＩ|，るわの
に慨にのでモオし理
は念対ＩＮＩ、メて解
Ｔもすに他ンくに
ｓこるあ考卜るせ
Ｔれ評るへ’こ’!，ま
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2０ 
、のをる象１１１集こり老体越
継警審鮮葦聯，，
るみる以己でのきを、現゜ ２O こせが上イ蝋あ現る私｜:｜す－
とて、の１Wる実がた己るつ
がお商視成には、ち評との次、：佼点のも、その価い手１０
の、生かｉｉｉかⅢれ類のうが課対群ら要か木が型商見か（％）
題象はもなわ脊虚でさ解りｏ
でを‘ｌ考核ら年偽考がを｜こ
あ二をえに１重でのえ虚展な
るグピらなその目る偽｜;Ｍる
゜ル｜れつれ３己とのす主
｜クなてをの態３１÷１る張
プにけい；lili速度が己とと
と辿れる先｜)りだ予意、し
し統ぱこすにと恕識反て的
て的なとる比すさ、ｉＨｉは研’
特ならで形くれれ’:｜外、究；
徴１１１なあではぱる己在日をづをいる外る、こ充的己手Ｉ
けなｌｌＵ・存か対と尖な評掛
てし題仮的に他に感itWiiliD：
いてを定な１割でなに範’１に
るい内は要己はるさ休日し・る含以ｌＫＩ評、。ざ制己て’
このし」：とＩ１１ｉ仲対えや尊考
のにてにしが’１{ｊｌ÷Ｉら外並え，
そ対い｛ＷてiilIi側面れ部へらﾎﾟ
ｷﾞｷﾀﾞ：経;;壁２世iii儲れ専１１が会け予ＩｌｌｌＩ１ｌ１へ際とのIIIl木、的で想与解の８は１幕義２８等撫惑徽且ザ
ので群像ｍｌｊちな目る依がが，
意はの瓢jlLM，がい己・存内、‘
味４特型施う゜評以とｉｉｉｉ今，
をに徴をへ゜しｌＩｉ－上し化時・Ｉ凱統を｜:１の仮かののてさ点’
己いｌｌｌｆ己依定し商こあれで’
似てlill[評存さこさとらたは｜
類２すｌＩｌｉとれのとをわ日、
型Ｉこるとそる予述ｉ)ｉれイ|：推」ともとイ１１のこ想関拠る的測ｊ
のうｊＩ１１１ｊｌｌｌ:｜とささに側なの：
１１１－似さ己はれせア而規閥，
わつ形せ対、るるメがjiiiiをｉ
図４ 己評IMiの分布
／ 
ことになる。たしかに、サンプルをかえて現われる若干の相違にそれを
６
 
ドみることができる。たとえば、｛肋校生は大学生に比較して自己評価がひ
し
“鮨総統と山「低」に移行したり、受験前の而校一二年生をみると、一、二年生よ
Ｉ
え
価
《
Ｉ
３酸嚇晒万力札川田『Ⅷ乖醜靹鮎唾酢Ⅶ搬排必糀肌酸識鮴“峅叩辨川汐衿悴乖がト
ド
１
．
瓜
１
２
膿
１『一一一る。しかしその差異は、日米満年の差を前提にすれば微細で誤差範川内
。‘咽
であるといってもいいような倣向である。では》」の差はいったいどのよ
０
 
う
な
理
山
か
ら
生
じ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
比
較
文
化
論
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2１ 
自
己
像
類
型
と
自
己
評
価
自
己
像
の
類
型
で
あ
る
七
つ
の
タ
イ
プ
と
し
て
内
連
関
と
外
巡
閲
の
そ
れ
ぞ
れ
を
判
定
し
た
が
、
そ
の
段
階
で
は
、
内
外
連
関
の
特
徴
に
つ
い
て
十
分
に
は
分
析
で
き
ず
、
内
外
連
関
の
一
致
、
ず
れ
に
つ
い
て
の
若
干
の
特
長
が
散
見
さ
れ
る
の
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ
こ
で
各
グ
ル
ー
プ
の
被
験
者
全
体
を
、
己
評
価
の
得
点
に
し
た
が
っ
て
配
列
す
る
こ
と
で
そ
の
特
徴
を
考
え
て
み
る
。
内
、
外
述
側
の
表
示
は
各
被
験
粁
ご
と
に
、
分
子
に
内
述
関
を
分
け
に
外
巡
閲
を
記
述
す
る
。
さ
ら
に
側
Ｕ
評
価
と
ク
ｍ
ス
さ
せ
る
ことで分類された各内外連関記述を外連関を規準にして「自己態度」のｍで「関与」「無脱関与」に一一分化して配
列する。すると内外連関とも判定不能であるサンプル（ＸｌＸ）は自己態度の面で自己像の結ばない未分化な傾向と
して「関与」と「無・脱」の山側に位椴づくことになる。
高
校
生
を
中
心
に
榊
成
さ
れ
た
表
の
結
果
を
み
る
と
、
ま
ず
自
己
評
価
の
商
い
群
（
尺
度
航
０
１
２
）
の
自
己
像
は
非
常
に
未
分
化
であることが指摘できる。内連関ではＸが占め、外連関でも５、対他「開」対自「無」のタイプが圧倒的である。
自己評価の商いことと自己像の分節度の柵側を考えると、したがってアメリカ青年の自己像の崗さとその説明から
はこの傾向は理解できないことになる。この外連関５のタイプは、対加的梁川に紫慨しているもののそれが州立媒
介の機能をはたさず自己態度に対応してこないという特徴を持っており、対人関係の無媒介と自己価徳感「高」に矛
盾
が
生
じ
て
い
る
。
い
い
か
え
る
と
自
他
関
係
と
そ
の
矛
盾
に
非
自
覚
的
で
あ
る
た
め
に
、
自
己
評
価
が
肥
大
す
る
傾
向
を
み
せ
る
。
全人絡を既存の共同体（集団）に没することで存在のとりあえずの安定がえられたり、人格同士の矛爪ををとりあ
えずたな上げにして成立する。集団意識、社会的規範意識のあらわれであろうか。たしかに、バランスシートを規
準に自己像の座標軸を対象化するアメリカ青年にとって、自己評価とは自己主張と同義語ではあるまいか、とする
とその意味で自己態度への反映を自己評価と対応させて考えられるかも知れない。問題は前述した仮定にもどった
わけだが、ここでは自己評価「商」が自己像の分節化、あるいは対自「関与」に対応しないことをみてとることが
必要だ。したがって連系としては、３「閉↓関」と同じ意味を持つ。尺度債２に外連関６「閉」「無」がみいださ
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表４１ｺ己|噸i型と１９１己評価との'11関
；１１１１立il9li佼霧鞭学院
く'111〉〈無・脱〉〈ＩＭＩ〉〈燕・脱〉
ｉＸｉＩ５ 
ｌ｝ＸＯＯ，－
１１Ｉｉ５５５２；ｉＤ 
ｉＸＸＸ２１；Ｘ 
５ｉＸＸｌＸＸ２ｄＸｉＸＸｉＸ 
２１ＸＸＩ５Ｉｊ ２－．‐一一一２ｚｒｚ－２ｉｘｘｉ５
３認:１洲；'''１１：３；溌;'１洲:|織上淵縣↓柵柵繍|：４ 
５‐－－－５ ２３３‘１１Ｘｉ５５５５２２‘ｌ‘ＬＸＸｌＸ５７ 
２３ＸＸＩＸ２ＸＸ６ＸＸ‘ｌ４ｉＸＸｉ２２Ｘ 
`ｉ`、Ｘ:`IＸ`iＸＸｉＩｊｌｉ６6-2-22Ｉ ２４（Ｘｉ－５ｎ；５５ 
断イ脱’'１戸も｜('１内はの全的のりのい３ノiｔがれ絶プー位’１１１反－，連｜:｜傾体分高、点る－，（,火備るががへのＩ映IMI関□｜filに化い}:ｌ専・ｌｌｌル〔庇態傾大先のｊlドｌｌｌｌさＬと評がこし群己IMIそ↓れＩｉ/〔で｜イリきに伽へ￣れか外ＩｌＩｉ、の、で像学し’''’’'１１１３あをv：指城３がてら連Ｉ対グしもと校てﾉﾉ.がにるみ:鯨|蝿HiMlilii蝋孟§m抓弓捌峰iiii1liMi棚iii洲11iｻﾞﾁﾞﾙ:鰄鮴lili塗Mlll鰹嘩鰄ilii憂戦'ili『璽義iii:蝿糊蝋鋤'&鮴鮭lきたlIllllIMi列てるこうにを化しははの２わい（蝿蝋耀ii蝿Ｉｉｉ鱗のあ反るる上に連商し志とにたに￣らいし’１１派'い1,1i２＄雛１９９鰍,:i蜘紬尻詳プリれ－，口外ら対のの弓きて己れるての系イilliをそる無評述ず他粉傾閉る比評て。き述列．内のタ．１１'i関し志合向一゜紋llliおこて系は匹
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2３ 
きの対なこ部像るし他の’２１い述尺がわれ３合
て、他がな位の以とな志３１Ｈ１るＩｌＩｌ庇、ればにす
いｉｌｌｊｊ志らいをアー[：いい向を与・′１１(ｉ外、ヨイⅡる
る校｜イリ、。なノのうとを境へこ、６連日群当こ
‘一生を内ししく分ない断に倣う対に関己れすと
醜だⅣ１外たてｌ析味うつしくみ他児、のてる゜
イトけざ連がい状かで意こたとて対ら内位い意こ
状に十関つる旭ら、味と後いく１２１れ連置る味の
況みことて。あ次ｌｇ１でに半うるとる関の関だ’団（
へらとも対とるの己特よ｝土ｉｌ１ｉと｛）とと喪係がｌｎ１
のれか整自くいよ評徴つ、校ｌｇｌ扱いも失一、は
無るら合でにはうイilli的て外生ｉ」れう連をそこ｜:１
i)ｉｌ傾ＩＩＬしのｉｌ１ｉプな－，で実連特評るな系示れこ己
促｜イリわし時校イこil9Iiiあ現関有ｌＩｌｉクリｋ６しのでｉｉＩｉ
なはれかilU生デとＬ－るすでの３イでがてみのllli
lnl、るも軸のンとに。るの述をプｌＬ１川いで述一，
化彼対対がＸテしみま目５系境は己現る媒系商
、ら日向閃５イてらた己の３に、評す゜介５￣tⅦ；鞠Ｔｆ糊鰈MillMu3÷讐蹴i鰯蝿溌WA巣ビ業MiF蜥歩細撰lMⅧ｢;繩で量、ニー繊鰯糊鯛鱗紳瓢IiiiiiliiI褐輔え（鯛胤瀦'ｊＭＷ：：'1K岬さ立、のながそ述と他の特己らで弓見評とが為辮馴''１１':蝋篭ililiilI芒蝋M,ｊま々重はるいがｘたとああに評ﾉﾉ.述旦群内ｊＪｉｋ評卍脚要今こるｿのｒｌもるるまIilliへら５は連をIｌｌｉｌＩ（生な日とのン川己幅も・でが述な夕、関う司定ザ艤茱に淵臘朏尻樒Wi翔今ＩＰＩ(ボ､ｊざるを閲し内全、現いそ対よ、る応は群未さ群$iwjf雲ｗｉ紬li鮒“iRMi1紬it''MH締々IjiI仰'1孵霞前舳悶々“きしｉｆ翻僻鮴'州Ｗ＃瞥驍均舵牒腓Ⅷ勾生こ゜して成己せ応対こ対て内はる現え系
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皿そのさしせまった時間に身をよせることによっておこる緊張を、自他関係を切断することで回避するこの試みは、
えられた安定感に反比例して自他関係の偽意誠を秤生産する、というより再生産せざるをえない。そしてこの自己
像のあり様に関する注目は、現象としての正要性というよりも、その防壁を打破する力法の接近が困難であるとい
うところにある。このような傾向はたとえば、３－２，５－２，６－２なども同様である。外巡閲２は、対他志向「棚」
が「関与」に対応する述系で、被験者の日常の人間関係が十分に機能しているタイプである。しかしその反映とし
ての内述関では、一方では対他を「閉」ざす述系３に、他力対日を「無」にする述系５に、その両詩を閉ざす述系
６にそれぞれ形をかえる。自己の内外のあり様としての断絶がより一周はげしく、〃削れ“〃ねじれ“ともよびたい
現われをみせる。この倣向は専門学校にないという意味で商佼生の特徴といえるだろうが、グループをかえること
に
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（１）詞○ｍのロケ関胸・旨・》のＣａ①ｑ自旦【｝】のシ』・］の⑪８口［妙咄」白日樹の》勺Ｈ】ｐ８８ｐｑ凰剣Ｃ２ｑ勺Ｈ⑰勝・巳＄
（２）質問頃日一○．ａだいたい私は自分に満足している。ｂ時々私は駄目な人間だと思う。ｃ私には奨所がたくさんあると
思
う
。
ｄ
私
は
ふ
つ
う
の
人
と
同
じ
く
ら
い
の
力
量
は
も
っ
て
い
る
と
思
う
。
ｅ
私
は
じ
つ
は
使
い
み
ち
の
な
い
人
間
だ
と
思
う
こ
と
が
あ
る。Ｉ私はこれだけは誇りにしていいと思うものをあまりもっていない。ｇ私は少なくとも他の人たちと同じように生き
る価値はあると思う。ｈ私はもっと自分自身を蝉砿する気持になれないものだろうかと思う。．‐絲凡のところ私は人生の
落
後
新
だ
と
思
い
た
く
な
る
。
ｊ
私
は
い
つ
も
脚
分
旧
身
を
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極
的
に
生
か
し
て
い
る
。
以
上
の
側
に
そ
れ
ぞ
れ
１
か
ら
４
ま
で
の
間
隔
尺
皮
をおき一つ選択してもらう。得点化は、ａで３か４を選択１点。ｂで１か２、ｅで１か２、ひとつないし二つ選択１点。
ｃで３か４、ｇで３か４、。‐で１か２こつないし三つ選択１点。ｄで３か４、ｆで１か２－つないし一一つ選択１点。ｈで
１か２選択１点。ｊで３か４選択１点。以上の分類にかからないものは０点。したがって最低点０最高点６。
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